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１　教育に関わる各主体の役割分担と連携

３　ライフステージに応じた教育の推進に向けて
＜学校をつなぐ＞
　幼稚園・保育所・認定こども園、小学校、中学校、高等学校等それぞれにおいては、
子どもの発達に関わりながら、連続性を持って指導・支援していくことが求めら
れます。
　各学校等の間における教育内容の連携や、児童生徒の交流など、円滑な接続と
一貫した取組を進めることにより、ライフステージをつなぐ教育を推進します。
□幼児期と小学校
　・幼児期から小学校へ円滑に移行できるように、幼稚園・小学校の教職員によ
　　る合同の研修会を実施し、接続期の教育課程について理解を促進します。
　・新入生が小学校の学習や環境になじみにくい状況があることから、幼児と小
　　学生が行事等で交流する機会を積極的に設けるなど、連携を進めます。
□小学校と中学校
　・小学校における専科指導等専門性を生かした指導の工夫や、小・中学校の教
　　職員による合同の研修会を実施するなど、学習指導や生徒指導について理解
　　を促進します。
　・中学校の教員による出前授業や小学生の中学校体験入学など、中学校の学習
　　や生活を体験できるよう連携を進めます。
□中学校と高等学校
　・高等学校における学習や生活に適応できるように、進路説明会や体験入学の
　　機会を設けるなど連携を進めます。
　・キャリア教育や進路指導に係る連絡協議会など中・高等学校の教員の交流を
　　進めます。
　・中高一貫教育校における６年間の計画的・継続的な教育活動を展開し、一人
　　ひとりの学力の定着・向上を図り、自己学習力、探求心、表現力のある生徒
　　を育てるとともに、それらの成果の普及に努めます。
□高等学校と大学等
　・生徒の主体的な進路選択と学習意欲の向上を目指して、大学等での連続講座
　　や研究室への訪問、大学教員による出前講座などを実施し、高等学校と大学
　　等との連携を推進します。
＜各主体・分野をつなぐ＞
　教育を担い、支えているのは、教科指導を中心とした教育活動を行う「学校」
とともに、言葉や基本的な生活習慣、生活能力を育む「家庭」、多様な人間関係や
自然環境を通した学びの場である「地域」などの各主体です。
　各ライフステージでは、これらの主体がそれぞれの役割を果たしつつ、相互に
連携しながら社会全体で子どもを育て、社会と共に育っていくことが求められま
す。
　また、行政においても、教育だけでなく、福祉、労働の各分野との連携が必要です。
　そして、各主体や分野がライフステージを通じた教育の視点を持ち、取組をつ
なげていくことで、ライフステージに応じた教育の一層の推進を図る必要があり
ます。
　そのために、各主体がライフステージをつなぐという意識を持ちつつ、相互に
連携していけるよう、取組を進めていきます。

第5章　計画の推進のための方策

　教育の振興に関して、県には、国または市町との間での適切な役割分担を踏ま
えて教育行政を実施することが求められています。
　具体的には、県域の処理を必要とする教育事業の実施および高等学校、大学等
の設置管理、市町に対する教育条件整備のための支援、市町における教育事業の
適正な実施のための指導、助言、援助を担うものとされています。地方分権改革
の進展や市町の状況を踏まえつつ、これらの役割分担を明確にし、連携しながら、
事業の適正な実施のための教育行政運営に努めます。
　また、県民の参画のもと、学校、家庭、地域、団体、企業等がそれぞれの役割
を果たしつつ、相互に連携して社会全体で子どもの育ちを支え合うことによって、
施策の推進を図ります。

３　点検評価・進行管理・計画の見直し

　本計画に関わる施策の実施に当たっては、ＰＤＣＡサイクルの考えに基づき、毎
年度、計画に基づく教育施策の実施状況、成果指標・事業目標の達成状況、施策
の効果や課題等について点検・評価を行い、その結果を広く県民に公表するとともに、

２　各部局の横断的な取組

　教育に関わる施策は、教育委員会が所管する分野だけではなく、知事部局や警
察本部が所管する分野を含み、県の組織が横断的、総合的な推進を図ることが必
要です。
　例えば、本県の豊かな自然や文化、地域の産業などを学校教育に生かす取組や、
環境や福祉に関する学びの推進などにより、教育の内容の充実を図ることが必要
です。
　また、子どもを守り、健やかな育ちを支援することや、職業的な自立、社会参
画を促すことなど、教育と密接に関わる各分野との一体感のある取組も求められ
ます。
　さらに、生涯学習の取組においても、人権尊重や共生社会づくり、社会への参
画や安全・安心の確保にかかる知識の取得など、教育と他分野との間に横ぐしを
入れることで、多彩で豊かな学びができるよう目指していくことが重要です。
　こうしたことから、滋賀県教育振興基本計画推進本部の活用などによる各部局
の横断的な取組を一層推進していきます。
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翌年度以降の施策の展開に反映させながら、社会経済情勢の変化などにも対応し
た実効性のある計画推進に努めます。
　また、計画期間中であっても、滋賀の教育をめぐる状況の変化に対応し、必要
に応じて計画の見直しを行うこととします。
　さらに、国の制度や施策の変更、教育改革の動きを踏まえた適切な推進方策を
講じるとともに、必要に応じて国への提案、働きかけを行います。
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%

3
0
%

以
上

3
0
%

以
上

 3
.2
％

1
4
.0
％

3
8
.0
％

2
.9
％

1
3
.0
％

3
6
.0
％

2
.6
％

1
2
.0
％

3
4
.0
％

2
.3
％

1
1
.0
％

3
2
.0
％

3
0
%

以
上

8
0
%

8
0
%

8
0
%

8
0
%

8
0
%

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

人
権
教
育
課

学
校
教
育
課

人
権
教
育
課

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
学
校

質
問
紙
に
お
い
て「
授
業
研
究
を
伴
う

校
内
研
修
を
昨
年
度
、何
回
実
施
し
ま

し
た
か
。」
と
い
う
質
問
に
対
し
て「
年

間
1
1
回
以
上
」実
施
し
て
い
る
と
回

答
す
る
学
校
の
割
合

夏
期
休
業
を
除
く
月
１
回
程
度
実

施
す
る
基
準
で
年
間
1
1
回
以
上

の
授
業
研
究
を
目
標
と
し
た
。全

員
が
1
回
、研
究
授
業
を
実
施
す

る
と
、こ
の
目
標
を
達
成
で
き
る

規
模
の
学
校
が
約
8
割
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
て
目
標
数
値
と
し
て

80
%
を
設
定
し
た
。

学
力
や
学
習
意
欲
の
向
上
を
見
る

指
標
と
し
て
、全
国
平
均
値
を

1
0
%
近
く
上
回
る
数
値
を
目
標

と
し
、小
学
生
を
4
0
％
、中
学
生

を
30
%
と
設
定
し
た
。

全
国
平
均
を
上
回
る
数
値
を
設
定

し
た
。

文
部
科
学
省
の
子
ど
も
読
書
推

進
計
画
に
お
け
る
目
標
を
上
回
る

数
値
を
設
定
し
た
。

全
国
平
均
を
上
回
る
数
値
を
設
定

し
た
。

全
て
の
学
校
に
お
い
て「
参
加
・

協
力
・
体
験
」的
な
学
習
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、数
値
を
設

定
し
た
。

豊
か
な
人
間
性
を
築
き
、創
造
性

あ
ふ
れ
る
教
育
活
動
に
取
り
組
む

高
校
生
の
増
加
を
目
指
し
、数
値

を
設
定
し
た
。

「
国
語
の
授
業
の
内
容
が
よ
く
分
か

る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合

「
基
礎
的
な
読
解
力
の
不
足
」が
本
県
の
課
題
の
一
つ
で
あ

る
。全
て
の
教
科
の
基
礎
で
あ
る
国
語
の
授
業
の
内
容
が
よ

く
分
か
る
と
回
答
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
を
見
る
こ
と

で
、必
要
な
授
業
改
善
の
実
施
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、指
標

と
し
て
設
定
し
た
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
児
童

生
徒
質
問
紙
に
お
い
て「
国
語
の
授
業

の
内
容
は
よ
く
分
か
り
ま
す
か
。」
の
質

問
に
対
し
て
、「
当
て
は
ま
る
」と
回
答

し
た
児
童
生
徒
の
割
合

放
課
後
を
利
用
し
た
補
充
的
な
学
習

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
小
学
校
の
割
合

児
童
の
学
力
や
学
習
習
慣
の
改
善
を
図
る
た
め
、補
充
的
な

学
習
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、学

力
の
向
上
に
向
け
た
指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
学
校

質
問
紙
に
お
い
て「
第
６
学
年
の
児
童

に
対
し
て
、前
年
度
に
、放
課
後
を
利

用
し
た
補
充
的
な
学
習
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
か
。」
と
い
う
質
問
に
対

し
て「
週
１
回
以
上
」実
施
し
て
い
る
と

回
答
す
る
小
学
校
の
割
合

不
読
者（
月
に
１
冊
も
本
を
読
ま
な
い

児
童
生
徒
）率

読
書
は
言
語
力
の
向
上
に
資
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、読

書
率
の
向
上
に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

小・
中・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
１
か
月

あ
た
り
の
読
書
量
調
査
に
よ
る
１
冊
も

本
を
読
ま
な
い
児
童
生
徒
の
割
合

「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」と
回

答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合

自
尊
感
情
は
学
力
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
と
も
に
、い
じ

め
問
題
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
た
め
、一
人
ひ
と
り
の
自
尊

感
情
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と

し
て
設
定
し
た
。

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
児
童
生

徒
質
問
紙
に
お
い
て「
自
分
に
は
よ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。」
の
質

問
に
対
し
て
、肯
定
的
に
回
答
し
た
児

童
生
徒
の
割
合

人
権
教
育
に
お
い
て「
参
加
・
協
力
・
体

験
」的
な
学
習
を
行
っ
て
い
る
学
校
の

割
合

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
児
童
生
徒
の

育
成
の
た
め
に
は
、学
習
方
法
の
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、「
参

加
・
協
力
・
体
験
」的
な
学
習
展
開
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

「
人
権
教
育
の
推
進
体
制
お
よ
び
人

権
学
習
と
研
修
に
つ
い
て
の
調
査
」に

よ
る
小
・
中
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援

学
校
の
う
ち
人
権
教
育
に
お
い
て「
参

加・
協
力・
体
験
」的
な
学
習
を
行
っ
て

い
る
学
校
の
割
合

主
体
的
に
文
化
芸
術
活
動
に
取
り
組

む
高
校
生
の
割
合

創
造
性
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
と
と
も
に
、文
化
芸
術
活
動

の
振
興
と
文
化
芸
術
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、文
化
部

に
加
入
す
る
生
徒
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標

と
し
て
設
定
し
た
。

高
校
生
の
文
化
部
加
入
率
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柱
指
標
・
事
業

指
標
の
説
明

左
記
指
標
の
設
定
理
由

H
2
4
実
績

目
標
数
値

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

目
標
設
定
の
考
え
方

所
管
課
等

柱
１
－
３

「
健
や
か
な

体
」を
育
む

柱
１－
４

「
滋
賀
の
自
然

や
地
域
と
共
生

する
力
」を
育
む

柱
１
－
５

共
生
社
会
に

向
け
た
多
様

な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
教

育
の
推
進

柱
１
－
６

多
様
な
進
路・

就
労
の
実
現

に
向
け
た
教

育
の
推
進

柱
２
－
２

教
職
員
の
教
育

力
を
高
め
る

小
学
校
1
0
分
間
運
動
の
実
践
校
数

子
ど
も
の
運
動
習
慣
を
確
立
し
、体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

全
小
学
校

（
2
2
7
校
）

小
学
生

7
4
.8
％

中
学
生

6
6
.0
％

高
校
生

3
2
.3
％

小
学
生

1
0
0
％

中
学
生

1
0
0
％

高
校
生

8
0
％

小
学
生

3
6
.3
％

中
学
生

3
2
.6
％

高
校
生

1
1
.6
％

小
学
生

8
0
％

中
学
生

8
0
％

高
校
生

5
0
％

9
6
.0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

4
4
.0
%

5
0
%

5
0
%

5
0
%

5
0
%

5
0
%

1
7
.5
%

2
5
%

2
8
%

1
9
校

2
3
0
人

6
0
0
人

9
0
0
人

1
,2
0
0
人
1
,5
0
0
人
1
,8
0
0
人

25
,3
00
人

2
4
,8
0
7
人

25
,8
00
人

26
,3
00
人

26
,8
00
人

27
,3
00
人

2
3
0
人

2
3
0
人

2
3
0
人

2
3
0
人

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

学
校
支
援
課

学
校
支
援
課

学
校
支
援
課

文
化
財
保
護
課

総
合
教
育

セ
ン
タ
ー

教
職
員
課

朝
や
業
間
、放
課
後
を
利
用
し
、全
校

児
童
を
対
象
と
し
た
10
分
間
の
運
動

を
実
践
し
て
い
る
学
校
数

H
2
6
目
標
は
1
9
校
で
実
践
し
、

そ
の
成
果
の
普
及
に
よ
り
５
年
後

に
は
全
小
学
校
で
の
実
施
を
目
指

し
、設
定
し
た
。

毎
年
度
、体
育
主
任
以
外
で
各
校

１
名
以
上
の
参
加
を
目
指
し
、設

定
し
た
。

研
修
会
を
受
講
し
た
教
員
が
毎
年

30
0人
ず
つ
増
加
す
る
こ
と
を
目

指
し
、設
定
し
た
。

県
内
公
立
登
録
博
物
館
を
訪
れ
る

小
・
中
学
校
の
団
体
利
用
人
数
が

前
年
度
比
で
２
％
程
度
ず
つ
増
加

す
る
こ
と
を
目
指
し
、設
定
し
た
。

過
去
の
作
成
率
の
伸
び
以
上
に
、

作
成
率
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
、目

標
を
設
定
し
た
。

過
去
の
作
成
率
の
伸
び
以
上
に
、

作
成
率
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
、目

標
を
設
定
し
た
。

現
場
に
お
け
る
研
修
機
会
の
充
実

と
拡
充
の
観
点
か
ら
、現
状
を
上

回
る
数
値
を
目
標
値
と
し
て
設
定

し
た
。

子
ど
も
体
力
向
上
授
業
実
践
交
流
に

参
加
す
る
小
学
校
教
員
数

体
育
授
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、体
育
が
専
門
で
な
い
小
学

校
教
員
が
、体
育
授
業
の
実
践
交
流
に
参
加
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

小
学
校
体
育
の
公
開
授
業
を
設
定
し
、

そ
の
実
践
交
流
に
参
加
す
る
教
員
数

中
・
高
等
学
校
教
員
の
運
動
部
活
動
指

導
者
研
修
会
受
講
者
数（
累
計
）

運
動
部
活
動
に
お
い
て
、生
徒
の
自
主
性
や
主
体
性
を
引
き

出
す
と
と
も
に
、体
罰
防
止
、安
全
面
に
つ
い
て
の
指
導
力

の
向
上
を
図
る
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

中
・
高
等
学
校
の
運
動
部
活
動
指
導

者
を
対
象
と
し
た
体
罰
防
止・
安
全
面

の
研
修
会
を
受
講
し
た
教
員
数

県
内
公
立
登
録
博
物
館
を
学
校
教
育

で
訪
れ
た
県
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
数

学
校
教
育
に
お
い
て
、公
立
登
録
博
物
館
を
利
用
し
て
児
童

生
徒
が
郷
土
学
習
や
文
化
財
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

県
内
公
立
登
録
博
物
館
９
館
を
学
校

団
体
受
付
で
訪
れ
た
小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
数

直
近
の
本
県
最
高
値
2
4
.9
％

(H
20
)を
H
27
目
標
と
し
、以
降
、

毎
年
１
％
増
を
目
標
と
し
た
。

特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
生
の
就

職
率

卒
業
生
の
職
業
的
自
立
や
社
会
参
加
の
達
成
状
況
を
計
り
、

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
生
の
う

ち
、一
般
事
業
所
に
就
職
す
る
生
徒

の
割
合

「
個
別
の
指
導
計
画
」を
作
成
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
割
合

障
害
の
状
態
等
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
取
組
を

進
め
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

障
害
の
状
態
等
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

指
導
が
行
え
る
よ
う
、教
育
的
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
指
導
目
標
や
指
導
内
容・
方

法
等
を
盛
り
込
ん
だ「
個
別
の
指
導
計

画
」を
作
成
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」を
作
成
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

福
祉
、医
療
、労
働
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
教
育

的
支
援
の
取
組
を
進
め
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、教
育
の
視
点

か
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
の
下
に
、福
祉
、医
療
、労
働
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、幼
稚
園

か
ら
高
等
学
校
ま
で
一
貫
性
の
あ
る
指

導
と
す
る
た
め
の「
個
別
の
教
育
支
援
計

画
」を
作
成
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
行
う
小
・
中
学

校
、市
町
教
育
委
員
会
へ
の
出
張
支
援

現
場
に
お
け
る
研
修
機
会
の
充
実
と
拡
充
を
図
る
た
め
、教

職
員
の
実
践
力
向
上
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
小
・
中
学
校
お

よ
び
市
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
授
業
研
究
会
、研
修
会

へ
の
職
員
の
派
遣（
出
張
支
援
）を
進
め
る
必
要
が
あ
る
た

め
、そ
の
取
組
状
況
を
指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

小・
中
学
校
お
よ
び
市
町
教
育
委
員
会

の
合
計
数
に
対
す
る
、総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
職
員
の
出
張
支
援
回
数
の
割
合

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
実
績
を
踏
ま

え
、全
課
程
が
将
来
、教
師
と
し
て

役
立
つ
も
の
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、目
標
を
設
定
し
た
。

「
滋
賀
の
教
師
塾
」の
卒
塾
者
に
よ
る

全
課
程
の
評
価

「
滋
賀
の
教
師
塾
」が
実
践
力
の
向
上
等
人
材
育
成
を
ひ
と

つ
の
目
的
と
し
て
お
り
、そ
の
有
益
度
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

受
講
者
が
卒
塾
に
あ
た
り
、将
来
、「
教

師
と
し
て
役
立
つ
」と
回
答
し
た
割
合

柱
指
標
・
事
業

指
標
の
説
明

左
記
指
標
の
設
定
理
由

H
2
4
実
績

目
標
数
値

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

目
標
設
定
の
考
え
方

所
管
課
等

柱
２
－
３

安
全
・
安
心

な
学
校
・
地

域
を
つ
く
る

柱
２
－
４

子
育
て
環
境

支
援
の
充
実

を
図
る

柱
2－
５

社
会
全
体
で

子
ど
も
を
育

て
る
環
境
を

つ
く
る

柱
3－
2

健
康
づ
くり
と

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興

柱
3－
3

魅
力
あ
る
文
化

の
振
興
と
歴
史

文
化
に
親
し
む

機
会
の
充
実

柱
３
－
４

生
涯
学
習
の

場
の
充
実
機

会
の
充
実

県
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
率

災
害
時
の
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、指
標
と
し
て

設
定
し
た
。

1,
24
9社

1,
28
5社

1,
30
0社

1,
31
5社

1,
33
0社

1,
34
5社

1,
84
8社

1,
95
0社

25
4,
00
0人

25
6,
50
0人

25
9,
00
0人

26
1,
50
0人

26
4,
00
0人

26
6,
50
0人

2,
10
0社

2,
10
0件

以
上

2,
10
0件

以
上

2,
10
0件

以
上

7
7
.2
%

9
1
.5
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

4
4
.0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

3
6
.0
%

4
0
%

4
5
%

5
0
%

5
5
%

6
0
%

2
7
1
人

4
7
1
人

5
7
1
人

6
7
1
人

7
7
1
人

8
7
1
人

3
0
0
人

5
0
0
人

7
0
0
人

9
0
0
人

1
,0
0
0
人

1
0
0
%

1
0
0
%

5
0
%

1
0
0
%

教
育
総
務
課

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

生
涯
学
習
課

図
書
館

生
涯
学
習
課

文
化
財
保
護
課

県
立
学
校
施
設
の
う
ち
、耐
震
化
が
完

了
し
て
い
る
施
設
の
割
合

H
29
の
完
了
を
目
指
し
設
定
し
た
。

全
て
の
学
校
で
各
学
期
に
そ
れ
ぞ

れ
１
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
、設
定
し
た
。

い
じ
め
は
子
ど
も
の
心
を
著
し
く

傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

10
0％
の
解
消
を
目
標
と
し
た
。

新
た
に
協
定
を
締
結
す
る
企
業
・

事
業
所
数
を
、毎
年
1
5
社
増
や

す
こ
と
を
目
指
し
、設
定
し
た
。

国
の
教
育
振
興
基
本
計
画
に
準
じ

て
、今
後
５
年
間
に
全
て
の
小・
中

学
校
区
に
お
い
て
、学
校
と
地
域

の
連
携
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、

設
定
し
た
。

同
様
の
取
組
を
学
校
独
自
で
実

施
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
こ
と
か

ら
、県
全
体
で
6
0
％
を
H
3
0
目

標
と
し
、毎
年
2
0
校（
５
％
）の
増

加
を
目
標
と
し
た
。

生
涯
学
習
基
本
構
想
の
目
標
数
値

で
あ
る
H
2
7
目
標
の
2
,1
0
0
件

（
全
県
で
実
施
さ
れ
る
講
座
数
を
お

お
む
ね
網
羅
す
る
数
値
）を
当
面
の

目
標
と
し
、以
降
は
そ
の
水
準
を
維

持
す
る
こ
と
を
目
標
とし
た
。

利
用
者
数
が
漸
減
す
る
中
で
は
あ

る
が
、様
々
な
取
組
を
行
う
こ
と
で

現
在
の
水
準
を
維
持
し
、さ
ら
に

毎
年
1
％
程
度
の
向
上
を
図
る
目

標
と
し
た
。

学
校
防
災
委
員
会
を
年
間
３
回
以
上

開
催
し
た
小
・
中
・
高
等
学
校
の
割
合

防
災
教
育
の
組
織
的
取
組
の
確
立
に
向
け
、学
校
防
災
教

育
の
推
進
体
制
と
し
て
学
校
防
災
委
員
会
が
適
切
に
機
能

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

各
学
校
に
設
置
さ
れ
た
学
校
防
災
委

員
会
が
年
間
３
回
以
上
開
催
さ
れ
て

い
る
学
校
数
の
割
合

い
じ
め
の
認
知
件
数
に
占
め
る
解
消
し

て
い
る
も
の
の
割
合

各
学
校（
小
・
中
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
）に
お
い
て
、

い
じ
め
が
発
生
し
た
場
合
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

認
知
し
た
い
じ
め
に
つ
い
て
、認
知
し

た
年
度
内
に
解
消
し
た
割
合

家
庭
教
育
協
力
企
業
協
定（
し
が
ふ
ぁ

み
）の
締
結
企
業
・
事
業
所
数

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、保
護
者
が
従
事

す
る
企
業
・
事
業
所
の
協
力
を
得
て
、子
育
て
を
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し

て
設
定
し
た
。

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
に
向
け
た
職
場

づ
く
り
に
、経
営
者・
従
業
員
を
あ
げ
て

自
主
的
に
取
組
を
推
進
す
る
目
的
で
県

と
協
定
を
結
ん
だ
企
業・
事
業
所
数

1
年
間
で
1
0
0
人
ず
つ
増
加
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

県
内
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

指
導
す
る
有
資
格
者
数（
累
計
）

県
民
が
身
近
に
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
場
で
あ
り
、住
民

の
交
流
の
場
で
あ
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
者

や
運
営
者
が
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
公
認
資
格
な
ど
を
有

す
る
こ
と
で
、活
動
の
質
を
向
上
さ
せ
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

県
内
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
指
導
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
公

認
資
格
や
健
康
関
連
の
資
格
を
有
す

る
者
の
数

全
て
の
小
・
中
学
校
区
に
お
い
て
、学

校
支
援
地
域
本
部
な
ど
学
校
と
地
域

が
組
織
的
に
連
携
・
協
働
す
る
体
制
を

持
つ
学
校
の
割
合

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
に
は
地
域
住
民
の
力
が
重

要
で
あ
り
、地
域
住
民
等
の
参
画
に
よ
る
学
校
と
地
域
の
連

携
体
制
構
築
に
向
け
た
体
制
整
備
が
進
め
ら
れ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

学
校
支
援
地
域
本
部
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
等
で
、学
校
と
地
域
の
連
携
体

制
を
構
築
し
た
学
校
の
割
合

学
校
支
援
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
、「
学
校
支
援
メ
ニ
ュ
ー
」

に
係
る
連
携
授
業
を
実
施
し
た
学
校
の

割
合

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、学
校
教
育
活
動
の

中
で
、豊
富
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
地
域
や
企
業
・
団
体
等

の
人
々
と
の
連
携
体
制
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

豊
富
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
地
域
や
企

業・
団
体
等
の
人
々
と
の
連
携
を
図
る
た

め
、学
校
支
援
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、連
携
授
業
を
実
施
し

た
学
校
の
割
合

「
に
お
ね
っ
と
」の
講
座
情
報
登
録
数

生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、県
民
へ
の
生
涯

学
習
に
関
す
る
情
報
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

滋
賀
県
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

「
に
お
ね
っ
と
」に
お
い
て
掲
載
し
て
い
る
、

行
政
や
団
体
が
実
施
す
る
県
民
向
け
生

涯
学
習
講
座
の
登
録
件
数

県
立
図
書
館
来
館
者
数

「
来
館
者
数
」は
、J
IS（
日
本
工
業
規
格
）の
「
図
書
館
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
」の
中
で
、図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を

計
る
た
め
の
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
り
、図
書
館
が
活
発

に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
最
も
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

県
立
図
書
館
に
来
館
す
る
利
用
者
数

毎
年
度
2
0
0
人
程
度
を
育
成
し
、

５
年
間
で
1
,0
0
0
人
と
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
。

「
千
年
の
美
つ
た
え
び
と
」の
養
成
者

数（
累
計
）

地
域
に
お
い
て
、文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
中
心
的
な
担
い

手
と
な
り
、博
物
館
な
ど
と
の
緊
密
な
連
携
が
図
れ
る
人
材

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
育
成
の
状
況
を
指
標
と
し

て
設
定
し
た
。

仏
教
美
術
、神
道
美
術
お
よ
び
文
化

財
保
護
な
ど
の
基
礎
を
修
得
し
た
者

の
数
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柱
指
標
・
事
業

指
標
の
説
明

左
記
指
標
の
設
定
理
由

H
2
4
実
績

目
標
数
値

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

目
標
設
定
の
考
え
方

所
管
課
等

柱
１
－
３

「
健
や
か
な

体
」を
育
む

柱
１－
４

「
滋
賀
の
自
然

や
地
域
と
共
生

する
力
」を
育
む

柱
１
－
５

共
生
社
会
に

向
け
た
多
様

な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
教

育
の
推
進

柱
１
－
６

多
様
な
進
路・

就
労
の
実
現

に
向
け
た
教

育
の
推
進

柱
２
－
２

教
職
員
の
教
育

力
を
高
め
る

小
学
校
1
0
分
間
運
動
の
実
践
校
数

子
ど
も
の
運
動
習
慣
を
確
立
し
、体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

全
小
学
校

（
2
2
7
校
）

小
学
生

7
4
.8
％

中
学
生

6
6
.0
％

高
校
生

3
2
.3
％

小
学
生

1
0
0
％

中
学
生

1
0
0
％

高
校
生

8
0
％

小
学
生

3
6
.3
％

中
学
生

3
2
.6
％

高
校
生

1
1
.6
％

小
学
生

8
0
％

中
学
生

8
0
％

高
校
生

5
0
％

9
6
.0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

4
4
.0
%

5
0
%

5
0
%

5
0
%

5
0
%

5
0
%

1
7
.5
%

2
5
%

2
8
%

1
9
校

2
3
0
人

6
0
0
人

9
0
0
人

1
,2
0
0
人
1
,5
0
0
人
1
,8
0
0
人

25
,3
00
人

2
4
,8
0
7
人

25
,8
00
人

26
,3
00
人

26
,8
00
人

27
,3
00
人

2
3
0
人

2
3
0
人

2
3
0
人

2
3
0
人

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

学
校
支
援
課

学
校
支
援
課

学
校
支
援
課

文
化
財
保
護
課

総
合
教
育

セ
ン
タ
ー

教
職
員
課

朝
や
業
間
、放
課
後
を
利
用
し
、全
校

児
童
を
対
象
と
し
た
10
分
間
の
運
動

を
実
践
し
て
い
る
学
校
数

H
2
6
目
標
は
1
9
校
で
実
践
し
、

そ
の
成
果
の
普
及
に
よ
り
５
年
後

に
は
全
小
学
校
で
の
実
施
を
目
指

し
、設
定
し
た
。

毎
年
度
、体
育
主
任
以
外
で
各
校

１
名
以
上
の
参
加
を
目
指
し
、設

定
し
た
。

研
修
会
を
受
講
し
た
教
員
が
毎
年

30
0人
ず
つ
増
加
す
る
こ
と
を
目

指
し
、設
定
し
た
。

県
内
公
立
登
録
博
物
館
を
訪
れ
る

小
・
中
学
校
の
団
体
利
用
人
数
が

前
年
度
比
で
２
％
程
度
ず
つ
増
加

す
る
こ
と
を
目
指
し
、設
定
し
た
。

過
去
の
作
成
率
の
伸
び
以
上
に
、

作
成
率
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
、目

標
を
設
定
し
た
。

過
去
の
作
成
率
の
伸
び
以
上
に
、

作
成
率
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
、目

標
を
設
定
し
た
。

現
場
に
お
け
る
研
修
機
会
の
充
実

と
拡
充
の
観
点
か
ら
、現
状
を
上

回
る
数
値
を
目
標
値
と
し
て
設
定

し
た
。

子
ど
も
体
力
向
上
授
業
実
践
交
流
に

参
加
す
る
小
学
校
教
員
数

体
育
授
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、体
育
が
専
門
で
な
い
小
学

校
教
員
が
、体
育
授
業
の
実
践
交
流
に
参
加
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

小
学
校
体
育
の
公
開
授
業
を
設
定
し
、

そ
の
実
践
交
流
に
参
加
す
る
教
員
数

中
・
高
等
学
校
教
員
の
運
動
部
活
動
指

導
者
研
修
会
受
講
者
数（
累
計
）

運
動
部
活
動
に
お
い
て
、生
徒
の
自
主
性
や
主
体
性
を
引
き

出
す
と
と
も
に
、体
罰
防
止
、安
全
面
に
つ
い
て
の
指
導
力

の
向
上
を
図
る
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

中
・
高
等
学
校
の
運
動
部
活
動
指
導

者
を
対
象
と
し
た
体
罰
防
止・
安
全
面

の
研
修
会
を
受
講
し
た
教
員
数

県
内
公
立
登
録
博
物
館
を
学
校
教
育

で
訪
れ
た
県
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
数

学
校
教
育
に
お
い
て
、公
立
登
録
博
物
館
を
利
用
し
て
児
童

生
徒
が
郷
土
学
習
や
文
化
財
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

県
内
公
立
登
録
博
物
館
９
館
を
学
校

団
体
受
付
で
訪
れ
た
小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
数

直
近
の
本
県
最
高
値
2
4
.9
％

(H
20
)を
H
27
目
標
と
し
、以
降
、

毎
年
１
％
増
を
目
標
と
し
た
。

特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
生
の
就

職
率

卒
業
生
の
職
業
的
自
立
や
社
会
参
加
の
達
成
状
況
を
計
り
、

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
生
の
う

ち
、一
般
事
業
所
に
就
職
す
る
生
徒

の
割
合

「
個
別
の
指
導
計
画
」を
作
成
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
割
合

障
害
の
状
態
等
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
取
組
を

進
め
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

障
害
の
状
態
等
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

指
導
が
行
え
る
よ
う
、教
育
的
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
指
導
目
標
や
指
導
内
容・
方

法
等
を
盛
り
込
ん
だ「
個
別
の
指
導
計

画
」を
作
成
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」を
作
成
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

福
祉
、医
療
、労
働
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
教
育

的
支
援
の
取
組
を
進
め
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、教
育
の
視
点

か
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
の
下
に
、福
祉
、医
療
、労
働
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、幼
稚
園

か
ら
高
等
学
校
ま
で
一
貫
性
の
あ
る
指

導
と
す
る
た
め
の「
個
別
の
教
育
支
援
計

画
」を
作
成
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
行
う
小
・
中
学

校
、市
町
教
育
委
員
会
へ
の
出
張
支
援

現
場
に
お
け
る
研
修
機
会
の
充
実
と
拡
充
を
図
る
た
め
、教

職
員
の
実
践
力
向
上
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
小
・
中
学
校
お

よ
び
市
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
授
業
研
究
会
、研
修
会

へ
の
職
員
の
派
遣（
出
張
支
援
）を
進
め
る
必
要
が
あ
る
た

め
、そ
の
取
組
状
況
を
指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

小・
中
学
校
お
よ
び
市
町
教
育
委
員
会

の
合
計
数
に
対
す
る
、総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
職
員
の
出
張
支
援
回
数
の
割
合

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
実
績
を
踏
ま

え
、全
課
程
が
将
来
、教
師
と
し
て

役
立
つ
も
の
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、目
標
を
設
定
し
た
。

「
滋
賀
の
教
師
塾
」の
卒
塾
者
に
よ
る

全
課
程
の
評
価

「
滋
賀
の
教
師
塾
」が
実
践
力
の
向
上
等
人
材
育
成
を
ひ
と

つ
の
目
的
と
し
て
お
り
、そ
の
有
益
度
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

受
講
者
が
卒
塾
に
あ
た
り
、将
来
、「
教

師
と
し
て
役
立
つ
」と
回
答
し
た
割
合

柱
指
標
・
事
業

指
標
の
説
明

左
記
指
標
の
設
定
理
由

H
2
4
実
績

目
標
数
値

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

目
標
設
定
の
考
え
方

所
管
課
等

柱
２
－
３

安
全
・
安
心

な
学
校
・
地

域
を
つ
く
る

柱
２
－
４

子
育
て
環
境

支
援
の
充
実

を
図
る

柱
2－
５

社
会
全
体
で

子
ど
も
を
育

て
る
環
境
を

つ
く
る

柱
3－
2

健
康
づ
くり
と

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興

柱
3－
3

魅
力
あ
る
文
化

の
振
興
と
歴
史

文
化
に
親
し
む

機
会
の
充
実

柱
３
－
４

生
涯
学
習
の

場
の
充
実
機

会
の
充
実

県
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
率

災
害
時
の
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、指
標
と
し
て

設
定
し
た
。

1,
24
9社

1,
28
5社

1,
30
0社

1,
31
5社

1,
33
0社

1,
34
5社

1,
84
8社

1,
95
0社

25
4,
00
0人

25
6,
50
0人

25
9,
00
0人

26
1,
50
0人

26
4,
00
0人

26
6,
50
0人

2,
10
0社

2,
10
0件

以
上

2,
10
0件

以
上

2,
10
0件

以
上

7
7
.2
%

9
1
.5
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

4
4
.0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

3
6
.0
%

4
0
%

4
5
%

5
0
%

5
5
%

6
0
%

2
7
1
人

4
7
1
人

5
7
1
人

6
7
1
人

7
7
1
人

8
7
1
人

3
0
0
人

5
0
0
人

7
0
0
人

9
0
0
人

1
,0
0
0
人

1
0
0
%

1
0
0
%

5
0
%

1
0
0
%

教
育
総
務
課

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

生
涯
学
習
課

図
書
館

生
涯
学
習
課

文
化
財
保
護
課

県
立
学
校
施
設
の
う
ち
、耐
震
化
が
完

了
し
て
い
る
施
設
の
割
合

H
29
の
完
了
を
目
指
し
設
定
し
た
。

全
て
の
学
校
で
各
学
期
に
そ
れ
ぞ

れ
１
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
、設
定
し
た
。

い
じ
め
は
子
ど
も
の
心
を
著
し
く

傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

10
0％
の
解
消
を
目
標
と
し
た
。

新
た
に
協
定
を
締
結
す
る
企
業
・

事
業
所
数
を
、毎
年
1
5
社
増
や

す
こ
と
を
目
指
し
、設
定
し
た
。

国
の
教
育
振
興
基
本
計
画
に
準
じ

て
、今
後
５
年
間
に
全
て
の
小・
中

学
校
区
に
お
い
て
、学
校
と
地
域

の
連
携
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、

設
定
し
た
。

同
様
の
取
組
を
学
校
独
自
で
実

施
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
こ
と
か

ら
、県
全
体
で
6
0
％
を
H
3
0
目

標
と
し
、毎
年
2
0
校（
５
％
）の
増

加
を
目
標
と
し
た
。

生
涯
学
習
基
本
構
想
の
目
標
数
値

で
あ
る
H
2
7
目
標
の
2
,1
0
0
件

（
全
県
で
実
施
さ
れ
る
講
座
数
を
お

お
む
ね
網
羅
す
る
数
値
）を
当
面
の

目
標
と
し
、以
降
は
そ
の
水
準
を
維

持
す
る
こ
と
を
目
標
とし
た
。

利
用
者
数
が
漸
減
す
る
中
で
は
あ

る
が
、様
々
な
取
組
を
行
う
こ
と
で

現
在
の
水
準
を
維
持
し
、さ
ら
に

毎
年
1
％
程
度
の
向
上
を
図
る
目

標
と
し
た
。

学
校
防
災
委
員
会
を
年
間
３
回
以
上

開
催
し
た
小
・
中
・
高
等
学
校
の
割
合

防
災
教
育
の
組
織
的
取
組
の
確
立
に
向
け
、学
校
防
災
教

育
の
推
進
体
制
と
し
て
学
校
防
災
委
員
会
が
適
切
に
機
能

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

各
学
校
に
設
置
さ
れ
た
学
校
防
災
委

員
会
が
年
間
３
回
以
上
開
催
さ
れ
て

い
る
学
校
数
の
割
合

い
じ
め
の
認
知
件
数
に
占
め
る
解
消
し

て
い
る
も
の
の
割
合

各
学
校（
小
・
中
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
）に
お
い
て
、

い
じ
め
が
発
生
し
た
場
合
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

認
知
し
た
い
じ
め
に
つ
い
て
、認
知
し

た
年
度
内
に
解
消
し
た
割
合

家
庭
教
育
協
力
企
業
協
定（
し
が
ふ
ぁ

み
）の
締
結
企
業
・
事
業
所
数

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、保
護
者
が
従
事

す
る
企
業
・
事
業
所
の
協
力
を
得
て
、子
育
て
を
支
援
す
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し

て
設
定
し
た
。

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
に
向
け
た
職
場

づ
く
り
に
、経
営
者・
従
業
員
を
あ
げ
て

自
主
的
に
取
組
を
推
進
す
る
目
的
で
県

と
協
定
を
結
ん
だ
企
業・
事
業
所
数

1
年
間
で
1
0
0
人
ず
つ
増
加
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

県
内
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

指
導
す
る
有
資
格
者
数（
累
計
）

県
民
が
身
近
に
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
場
で
あ
り
、住
民

の
交
流
の
場
で
あ
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
者

や
運
営
者
が
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
公
認
資
格
な
ど
を
有

す
る
こ
と
で
、活
動
の
質
を
向
上
さ
せ
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

県
内
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
指
導
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
公

認
資
格
や
健
康
関
連
の
資
格
を
有
す

る
者
の
数

全
て
の
小
・
中
学
校
区
に
お
い
て
、学

校
支
援
地
域
本
部
な
ど
学
校
と
地
域

が
組
織
的
に
連
携
・
協
働
す
る
体
制
を

持
つ
学
校
の
割
合

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
に
は
地
域
住
民
の
力
が
重

要
で
あ
り
、地
域
住
民
等
の
参
画
に
よ
る
学
校
と
地
域
の
連

携
体
制
構
築
に
向
け
た
体
制
整
備
が
進
め
ら
れ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

学
校
支
援
地
域
本
部
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
等
で
、学
校
と
地
域
の
連
携
体

制
を
構
築
し
た
学
校
の
割
合

学
校
支
援
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
、「
学
校
支
援
メ
ニ
ュ
ー
」

に
係
る
連
携
授
業
を
実
施
し
た
学
校
の

割
合

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、学
校
教
育
活
動
の

中
で
、豊
富
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
地
域
や
企
業
・
団
体
等

の
人
々
と
の
連
携
体
制
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

豊
富
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
地
域
や
企

業・
団
体
等
の
人
々
と
の
連
携
を
図
る
た

め
、学
校
支
援
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、連
携
授
業
を
実
施
し

た
学
校
の
割
合

「
に
お
ね
っ
と
」の
講
座
情
報
登
録
数

生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、県
民
へ
の
生
涯

学
習
に
関
す
る
情
報
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

滋
賀
県
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

「
に
お
ね
っ
と
」に
お
い
て
掲
載
し
て
い
る
、

行
政
や
団
体
が
実
施
す
る
県
民
向
け
生

涯
学
習
講
座
の
登
録
件
数

県
立
図
書
館
来
館
者
数

「
来
館
者
数
」は
、J
IS（
日
本
工
業
規
格
）の
「
図
書
館
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
」の
中
で
、図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を

計
る
た
め
の
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
り
、図
書
館
が
活
発

に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
最
も
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、指
標
と
し
て
設
定
し
た
。

県
立
図
書
館
に
来
館
す
る
利
用
者
数

毎
年
度
2
0
0
人
程
度
を
育
成
し
、

５
年
間
で
1
,0
0
0
人
と
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
。

「
千
年
の
美
つ
た
え
び
と
」の
養
成
者

数（
累
計
）

地
域
に
お
い
て
、文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
中
心
的
な
担
い

手
と
な
り
、博
物
館
な
ど
と
の
緊
密
な
連
携
が
図
れ
る
人
材

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
育
成
の
状
況
を
指
標
と
し

て
設
定
し
た
。

仏
教
美
術
、神
道
美
術
お
よ
び
文
化

財
保
護
な
ど
の
基
礎
を
修
得
し
た
者

の
数




